
ガフクロミックフィルムによる
線量分布検証のフィルム解析サービス

〜試験運用のご報告〜

RTQMシステム株式会社
小澤修一



背景１:
強度変調放射線治療における物理技術ガイドライン2023 
（略称：IMRT物理技術ガイドライン2023）

• IMRT臨床導⼊前の治療計画装置や治療装置のコミッショニングでは，第5章を参考にして臨床を模擬したテストプランを作成
し，エネルギーごとに5例以上の測定による全門検証を実施する。

• このとき，複数の測定器を使用して測定結果に偏りがないことを確認する必要があるため，表8.1(a)に示す通り，「電離箱と
配列型検出器」または「電離箱とフィルム」で全門検証を実施する。

• 臨床導入後においても，患者に照射するすべてのIMRT治療計画について線量検証を実施する。
• 特に臨床の開始直後から安定期に至るまでは，表8.1(a)の線量検証をエネルギーごとに10例以上は実施する。
• IMRTの安定期においては，表8.1(a)の線量検証を継続するほかに，表8.1(b)を参考にして検証作業の効率化を図っても良い。
• 表8.1(b)の「測定による線量分布検証」の代表例は配列型検出器またはEPID等による線量検証である。また，「独立計算によ
る線量分布検証」では8.5節を参考にして「治療装置の検証」も実施する。ただし，EPID等や独立計算は導入前に表8.1(a)と
比較するなどのコミッショニングを実施する。

EBT4もしくはEBT-XDでの線量分布検証

EPIDでのQAが許容された



背景２：

IMRT QAツールとして今後EPIDが一般化する予感
• 適応放射線治療（ART）の普及
に伴い、EPIDを使ったQAツー
ルが増増加

• リニアックメーカーもオプシ
ョンで販売している

• 多次元検出器アレイの代わり
にEPIDツールを検討する施設
も増加している



線量分布検証のフィルム解析サービスについて

• EBT4/EBT-XDフィルムによるIMRT線量分布検証のフィルム解析
代行サービス

• スムーズなEPID他による簡便なIMRT患者QAへの移行をサポート

• リニアック更新時での導入コストの削減が期待できる



サービスの手順

1. QAプラン作成

2. フィルム照射（電離箱の検証はご施設でお願いします）
1. プランの照射フィルム
2. 基準線量を照射した小片フィルム２つ
（例）0 Gy（無照射）、2Gy

3. 照射後フィルムの郵送

4. QAプランのファントム内での線量分布データ送付（E-mail他で
DICOM RT Doseの送付）

5. 解析（〜２日）

6. 報告書をE-mailで返送



試験運用のご報告



QAプラン作成

• 撮影したサジコロファントムのCT画像とAAPM TG-
119のC-shapeのStrucreデータをMonacoに取り込み、
AAPM TG-119の線量制約にて6XでVMATプラン
（Elekta Synergy）を作成

• IC はCore(OAR)中心

• 線量計算アルゴリズムはMC

• Grid Spacing: 0.2cm、Statistical Uncertainty: 1%(Per Calc)

• 電離箱検証用に、Core中心とC-Shape中の赤丸のポイ
ント（ICから右へ26 mm）の絶対線量を算出(57.00 
cGy, 206 cGy)

協力：エレクタ株式会社



照射
試験運用ではアールテック社製JUT-1ファントムを使用しているが、
任意のファントムで対応可能

電離箱測定は別途ユーザーで実施いただく
図では、C-Shapeターゲット内とCore(OAR）の
ポイント線量を小型電離箱で測定（施設の基準
で合否判定いただく）

フィルム照射を実施
（コロナル面およびサジタル面）

0 Gy
(無照射)300 MU =

235.08 cGy

コロナル

サジタル

300MU フィルムを照射
レターパックで郵送上半分はコロナル、下半分はサジタル、その他、

2Gyおよび０Gyのフィルム小片をカット

ガフクロミック
EBT4フィルム

協力：エレクタ株式会社



解析1:特性曲線のシフト量を決定する

• 同タイプ・別ロットのフィルムにより基準特性曲線を取得

• ユーザーの検証フィルムで既知の線量を照射したフィルム（2点で実施：
例0 Gy, 2 Gy）の線量とOD値を使い、線量を基準にOD値をシフトさせる。

• この手法により、ロットの異なるフィルムでも特性曲線を再取得せず線
量へ変換できる。
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解析：計画（DICOM RT Dose）とのコロナル面での比較結果

基準特性曲線でそのままガンマ解析
3%/3mm 閾値10% 絶対線量（計画のMax Doseを基
準としたGlobal比較）

シフトした基準特性曲線でガンマ解析
3%/3mm 閾値10% 絶対線量比較（計画のMax Dose

を基準としたGlobal比較）

パスレート78.7％ パスレート97.4％

DD-Systemを使用



フィルム解析サービスの試験運用まとめ

• 基準特性曲線のシフトにより、異なるロットでも良好な結果が得られた。

• 現状ではレターパックによる郵送としているが、スキャナを所持してい

る施設向けにフィルムのスキャンデータをウェブ上でアップロードでき

る自動解析オプションを整備予定

• 複数施設の異なるスキャナでも特性曲線シフトが適応可能かどうか検証が必要。

• 2024年度からのサービス提供開始を目指して準備中。

試験運用施設を募集していますので、ご参加いたけるご施
設はぜひご連絡ください。



本日はご参加いただきありがとうございました。


	スライド 1: ガフクロミックフィルムによる 線量分布検証のフィルム解析サービス  〜試験運用のご報告〜
	スライド 2: 背景１: 強度変調放射線治療における物理技術ガイドライン2023 （略称：IMRT物理技術ガイドライン2023） 
	スライド 3: 背景２： IMRT QAツールとして今後EPIDが一般化する予感
	スライド 4: 線量分布検証のフィルム解析サービスについて
	スライド 5: サービスの手順
	スライド 6: 試験運用のご報告
	スライド 7: QAプラン作成
	スライド 8: 照射 試験運用ではアールテック社製JUT-1ファントムを使用しているが、 任意のファントムで対応可能
	スライド 9: 解析1:特性曲線のシフト量を決定する
	スライド 10: 解析：計画（DICOM RT Dose）とのコロナル面での比較結果
	スライド 11: フィルム解析サービスの試験運用まとめ
	スライド 12: 本日はご参加いただきありがとうございました。

